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自由貿易均衡の確実性：リカード・モデルと H-0モデル

Certainty of Free Trade Equilibrium: Ricardian Model and H-0 Model 

徳島武

抄録

国際貿易理論では、相似拡大的無差別曲線が仮定されるので、ある相対価格に対する相

対消費量は、自国、外国、世界で同じになる。即ち、自国と外国と世界の相対需要曲線

は同じになる。この点に注目すれば、リカード ・モデルと H-0（ヘクシャー＝オリーン）

モデルの、自由貿易均衡の確実性（存在と成立）を示す事ができる。

キーワード貿易利益、比較優位、相似拡大的無差別曲線、相対需要曲線、相対供給曲線、

リカー ド・モデル、 H-0（ヘクシャー＝オリーン）モデル
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1. はじめに

リカー ド・モデルと H-0（ヘクシャー＝オリ ーン）モデルは、国際貿易理論の代表的

なモデルであるが、それらの自由貿易均衡の確実性、即ち自由貿易均衡の存在と成立につ

いての証明は、不十分である叫教科書では、自由貿易均衡が成立すれば、自国と外国は

貿易利益が得られるとする説明が、 一般的である。本論文では、国際貿易理論が相似拡大

的無差別曲線を仮定する事により、自国と外国と世界の相対需要曲線が同じになる点に注

目し、これらのモデルの自由貿易均衡の確実性を証明する。 2.で、自国と外国と世界の相

対需要曲線が同じになる事を示し、 3.で、リカード・モデルの自由貿易均衡の確実性、4.で、

HOモデルの自由貿易均衡の確実性を証明する。5.で総括する。

2. 自国と外国と世界の相対需要曲線

リカード ・モデルと H・Oモデルの違いは、供給面の仮定の違いなので、需要面は同一

でなければならない。それ故、相対需要曲線についてのここでの議論は、両モデルに共通

する。個々のモデルについても同様で、自国と外国では、供給面では異なるが、需要面で

は同一である。よって、自国と外国の相対需要曲線は同一となる。それは、ある相対価格

に対して、相似拡大的無差別曲線の仮定より 2)、相対消費量が同じになる事を意味するの

で、らを自国の財 1の消費品、らを自国の財2の消費量、上付き添え字のアステリク（＊）

で外国のそれらとすると、

ら c;-＝ -＝ k(> 0) 
ら c;

とおける。よって、

ら＝kC2、c;= kc; 

なので、これらを代入して、

ら＋c;
=k 

ら＋c;
となる。即ち、ある相対価格に対して、自国と外国と世界の相対消費母が同じになるので

ある。これは、自国と外国と世界の相対需要曲線が同一である事を意味している。

3. リカード・モデルの自由貿易均衡の確実性

自国は財 1に、外国は財 2に比較優位を持つとする。すると、縦軸を相対価格（財 1

価格l財 2価格）、横軸を相対消費虐i（財 1消黄量／財 2消翌量）と相対生産盆（財 1生

産量／財2生産量）とすれば、世界の相対供給曲線と相対需要曲線は、図 1.の様になる。

世界相対価格をPとすれば、以下の 3ケースについての分析となる。ふを自国の財 1の生

産量、 柘 を自国の財 2の生産祉、 P1を自国の財 1の価格、 P2を自国の財 2の価格とし、 2.と

同様に、上付き添え字のアステリスク（＊）で、外国の変数を意味する。世界均衡では、

世界の相対生産量と、世界と自国と外国の相対消費量が一致する。

①P=凸 のとき 自国 ：0< X1,X2、外国： x;= o < x; 
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(1)自国が大国で外国が小国の場合は、自由貿易均衡（世界均衡）が存在し、成立する。

(2)両国が大国の場合は、世界全体で財 1の超過需要が発生し、相対需要曲線が上方シ

フトする。そして③の状態で自由貿易均衡（世界均衡）が存在し、成立する。

②P= ~ のとき 自国：杓＝ 0< X1、外国 ：0< Xi,X2 p; 
(1)自国が小国で、外国が大国の場合は、自由貿易均衡（世界均衡）が存在し、成立する。

(2)両国が大国の場合は、世界全体で財2の超過需要が発生し、相対需要曲線が下方シ

フトする。そして③の状態で自 由貿易均衡（世界均衡）が存在し、成立する。

P1 Pl 
③- < Pく一 のとき 自国： X2= 0 < X1、外国： X{= 0 < Xi 
P2 P; 

両国が大国の場合であり、均衡が存在し、成立する。図 1.に示す様に、閉鎖経済

の状態から、相対価格の差により、相対消毀且が調整され、自国は財 1に、外国は

財 2に完全特化し、自由貿易均衡（世界均衡）の状態へ移行する 叫

両国が小国の場合は、両国の経済が対外的に開放されても、世界相対価格が決定されな

いので、閉鎖経済の状態が維持される。

4. H-0 （ヘクシャー＝オリーン） モデルの 自由貿易均衡の確実性

自国が資本豊富国、外国が労働豊富国、財 1が労働集約財、財 2が資本集約財とする。

3.と同様の文字を使用する。固定投入係数モデルで分析する。一般的な可変投入係数モ

デルも、同様に分析できる。縦軸を相対価格（財 2価格／財 1価格）、横軸を相対消費量（財

2消跨量／財 1消費量）と相対生産量（財 2生産量／財 1生産最）とすれば、世界と自国

と外国の相対供給曲線と、世界の相対需要曲線は、図 2.の様になる。 自国と外国の相対

生産量の大小関係は、要素集約度の逆転が無いとすると、

丘くと
x; x1 

の関係が維持されるので、

丘くとく と
x; x1+x; x1 

となる。よって、 PFを財 1の世界価格、 pfを財 2のそれとすると、
w 

P2 P2 P2 
- ＜- <-
P1 PV p; 

となる。このモデルは、両国が大国の場合であり、閉鎖経済の状態から、相対価格の差に

より 、相対消費呈が調整され、自由貿易均衡（世界均衡） の状態へ移行する。自国と外国

の相対生産品は不変である。世界均衡では、世界の相対生産載と、世界と自国と外国の相

対消費星が一致する。その均衡の存在と成立は保証される。また、可変投入係数モデルで

は、相対供給曲線は右上がりとなる。相対消費量の調整は同様であるが、自国の相対生産

菰は増加し、外国のそれは減少する叫
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5.おわりに

以上の分析により、リカード・モデルと H-0モデルの自由貿易均衡の確実性が保証さ

れる事が、示された。また、両モデルの供給面以外の違いも、明確になった。リカード ・

モデルでは、大国と小国の場合は、小国のみが交易条件の改善による貿易利益が確実に得

られ、両国が大国の場合は、両国共にそれが確実に得られる。 H-0モデルは、両国が大

国のモデルであり、両国共に交易条件の改善による貿易利益が、確実に得られる。
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注

1)この点については、参考文献以外の文献にも当てはまるであろう。

2)相対価格と相対消費量が、 一対ーに対応している。

3) 柘 ＝x;= oの場合は、
x* ~< ふ＋ふ Xく」
x; x2+x; x2 

が成立する。

4)自国と外国の相対供給曲線に沿って、それぞれ調整される。
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